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  鶴ヶ岡城跡の発掘調査と出土遺物 

山形県埋蔵文化財センター 菅原哲文 
 

１ はじめに 

鶴ヶ岡城跡は、鶴岡市馬場町、市街地の中に位置し、江戸時代に酒井氏の庄内藩十三万八千石

の居城として整備された。現在、建物は残されていないが、本丸と二の丸が公園として整備され、

城下町鶴岡のシンボルとなっている。また江戸時代初期には、最上義光の隠居城として整備され

た経緯がある。平成 11・12 年の２ヵ年にわたり、東北公益文化大学新築事業（大学院・研究セン

ター）により、山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した。調査範囲は、城の二の丸堀と

土塁、百間堀、二の丸郭内の一部で、延べ調査面積は 11,245 ㎡である（山形県埋文 2002）（調査

区は、第１図参照）。 
調査地点は、絵図面との対応により、当時の城の地点との対応が明らかになっている（第２図）。 
 

２ 鶴ヶ岡城跡の歴史 

（１）武藤氏により築城 
中世では「大宝寺城」と称され、室町時代初期頃に大泉荘の地頭であった武藤長盛によって

築城されたと伝えられる（第２図年表）。室町時代の武藤氏は、足利将軍家との関係を維持し、

武藤淳氏は出羽守に任じられている。戦国時代になると、武藤氏は庶族であった砂越氏と対立

し、大宝寺城下は戦火により亡所となる。また本拠は尾浦城に移された。 
（２）武藤氏が滅亡し最上氏の支配へ 

天正 11 年（1583）武藤義氏は最上氏に内通した家臣により滅ぼされる。天正 15 年(1587)に
最上勢が庄内に侵攻し、最上氏の支配下となる。 

（３）上杉氏の支配 
天正 16 年（1588）本庄繁長は上杉氏の後援をうけ庄内に侵攻し、十五里ヶ原の戦いで最上勢

を破る。庄内は実質的には上杉領となる。天正 18 年（1590）庄内の検地に反対する一揆が起き

るが直江兼続により平定される。直江兼続は大宝寺城を取り立てて修復する。 
（４）最上氏の支配 
関ヶ原の戦いの後、上杉景勝は米沢 30 万石に移封、庄内は慶長６年(1602)最上義光の領地とな

る。最上義光は、大宝寺城を「鶴ヶ岡城」と名前を改め、隠居城として整備する。場内の建物の

造営、堀、土塁を整備、二の丸に重臣の屋敷を置き、城下町の建設を行う。 
（５）酒井氏の入部 
元和８年（1622）最上氏が改易され、信州松代から酒井忠勝が入部する。鶴ヶ岡城跡を拡張し、

二の丸・三の丸と取り立て、町屋を城外に移す。本丸・二の丸の修復に 60 余年を要した。 
 
３ 検出された遺構（第３・４図） 

（１） 二の丸堀跡と百間堀跡 
・ 二の丸堀跡（SD1） 

堀幅は約 22ｍで、堀底は平坦な箱堀である。約 1.3ｍの堆積土に覆われていた。造成時に



中世の遺構を破壊しており、中世の遺物が混じるが、江戸時代の陶磁器や木製品が大量に

出土した。土塁に面する堀岸には、土留めの杭列と石積みが確認された。 
・ 百間堀跡（SD3） 

赤川の旧河道である自然地形を利用して造成されたとされる。中土手をはさんで二の丸堀

の南に広がる。調査地点の深さは約 80cm、堀岸から遺物が多く出土した。 
（２）二の丸土塁（SF2） 
   調査地点の高さは 2.2ｍ、幅は 7.7ｍで、二の丸堀跡からの比高差は 6.7ｍである。断面の

観察により、版築によって造成されている。土塁の整地層の上層と下層では、内容が相違し

ており、工程差があったと考えられる。この工程差は、別の地点でも確認され、第１段階で

は、水平方向に整地層を築き、第２段階でその内側に斜方向に整地層が盛られ、最後の第３

段階水平方向に１回の厚さ 10cm 以下の細かい整地層が連続して盛られる。また、調査区土

塁内側の第三段階の版築は、幅約２ｍ程の単位で行われている。 
・石積みと杭列について 

  土塁基礎部分に、土留めの施設と考えられる石積みと外側に杭列が巡るのが確認された。二

の丸土塁の全周にわたると考えられる。 
  石積みは、長さ約 30～50cm の俵状の自然石を３～４段に交互に積み重ねている。石積みの

高さは約 50～70cm である。積み上げる際には、石の長軸を土塁に直交させて積んでいる。 
  石積みの内側には、排水用の施設と考えられる裏込石が認められる。また、石積みをとめる

役割と考えられる３列の杭列が認められた。 
  石積みと土留めの杭列の設置は、以下の工程で行われたと考えられる。 

① 堀岸にそって整地・土盛りを行う。 
②一番外側の杭列（SA184）を打ち込み、杭の内側に横板を渡し、その内部に土盛りを行う。 

  ③内側に杭列（SA183）を打ち込む。内側に横板を渡し、内部に土盛りを行う。 
  ④１段目の石積みを据え、その内側に杭列（SA185）を斜方向に打ち込み、土盛りを行う。 
  ⑤杭列（SA185）の上に２段目の石を積み、内側に土盛りを行う。 
  ⑥３段目の石を積み、土盛りを行う。 
  石積み上の整地層上から、1630～1650 年代の肥前磁器（伊万里焼）の皿が出土している。（酒

井氏入部後の造成）。 
   土留めの杭は、ヒノキ材が用いられている。また、角材で枘孔が確認される材があり、建

物の建築部材を転用したものと考えられる。なお、延宝４年（1676）から７年にかけて土塁

下部に乱杭を設けたという記録がある。 
 ・溝状石組列 
  土塁調査区の北東に検出され、検出長は約 24ｍ、幅は約 40～50cm 程度、直線的に北東から

南西にかけてのび、南西側にかけて下る。表土直下で検出され、土塁中ほどより下に平坦面

を形成して構築されている。断面は、両脇の石を立てる溝状の構造で、溝の底に大きさ約 10
～15cm の楕円形の丸石を３～４列に並べ、両脇にやや大きい石を立てて据える。役割につ

いては不明であるが、土塁造成時よりも次期が新しく、明治期以降になる可能性もある。 
（３）二の丸内の建物跡 
  絵図面では、二の丸南側の張り出し部分に相当する。絵図面では建物等は描かれていない。



植樹枡部分の７ヶ所についてトレンチを入れた。 
  江戸時代と考えられる第一遺構面で建物跡を確認した。礎石建物と考えられる。また、２条

の平行する小礫を敷き詰めた溝跡が確認された。最上氏時代の家臣屋敷、もしくは酒井氏に関

係する建物と考えられる。 
（４）松原地区 
  ４・５区が該当する。江戸時代の延宝６年（1678）の絵図面では、家臣の屋敷地となってい

る。明和７年（1770）の絵図面では松原になり、建物は認められない。南端は百間堀となる。

４区の北側には３基の井戸跡が確認されている。南側の４－２区では、火葬骨が出土する墓壙

が４基検出され中世の墓地と推測される。５区では、中世の遺構として北側に二条の溝跡、竪

穴状遺構、土坑が確認された。掘立柱建物跡も確認されるが、時期は明らかではない。江戸時

代に帰属する柱穴や井戸も確認された。室町時代の大宝寺城の時期は屋敷地と墓地、江戸時代

の初めの屋敷地であることが明らかになった。 
（５）大宝寺城期の遺構 
  調査区内で室町時代から安土桃山時代にかけてと考えられる遺構が認められる。１区の中土

手の整地層下、５区、２・８区の整地層中や下に掘立柱建物跡の柱穴や溝跡が確認された。特

に８区の二の丸内には柱穴が密集して分布し、整地層中から大量の輸入陶磁器類が出土してい

る。この地点は建物跡が継続的に建てられていたと考えられる。 
 
４ 出土した遺物 

 二の丸堀跡の覆土中からは、江戸時代を中心とした陶磁器、木製品として漆器、下駄、曲物、

その他の生活の道具、祭祀具、付札、加工材、板材などの多様な生活の道具が出土した。 
また、二の丸郭内からは、鶴ヶ岡城跡以前の大宝寺城に関連すると考えられる中世の遺物が出

土した。陶磁器では、中国産の輸入陶磁器・古瀬戸・信楽焼・珠洲焼・越前焼・備前焼が認めら

れる。 
中世の遺物 
・ 中国産陶磁器（白磁・青磁・青花・天目茶碗・褐釉陶器） 
・ 朝鮮王朝産陶磁器 
・ 国産陶器（古瀬戸・珠洲焼・越前焼・信楽焼・備前焼） 
・ かわらけ・瓦器（風炉・香炉・花瓶・擂鉢） 
・ 石製品(戸車･石臼･五輪塔･石鉢) 
近世の遺物 
・国産陶磁器（唐津焼・伊万里焼・瀬戸・美濃産陶器・関西系陶磁器・大宝寺焼） 
・瓦（赤焼瓦、19 世紀） 
・ 木製品（下駄･曲物･箆･槌棒・箸・釘・栓・錘･糸巻･櫛･折敷･祭祀具･付札･箱物・加工材・

板材・刳物・杭） 
・ 漆器（岩手県浄法寺産と考えられるもの） 

 遺物の時期的な出土傾向であるが、特に 15 世紀になると、輸入陶磁器の青磁・白磁の出土量が

多くなり、あわせて国産の古瀬戸・珠洲焼・越前焼の出土量も多い。この時期は、武藤氏が安定

した支配基盤を維持していた期間に相当する。 



 16 世紀代も、青磁・白磁・青花、瀬戸・美濃の陶器などが一定量出土している。 
 16 世紀末から 17 世紀にかけての時期の遺物は、出土量が少なく、日常品に限られる。当期は、

武藤氏が衰退・滅亡し、上杉氏や最上氏と支配が移る時期である。 
 江戸時代の遺物は、陶磁器においては肥前産が主で日常品が中心である。また江戸後期の遺物

の出土が多く、廃城の際に捨てられたものと思われる。 
 
引用・参考文献 

大瀬欽哉 1962『鶴岡市史』上巻 
鶴岡市史編纂会 1996『図録 庄内の歴史と文化』  
山形県埋蔵文化財センター2002『鶴ヶ岡城跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報

告書第 99 集 
菅原哲文「鶴ヶ岡城跡」『一般社団法人日本考古学協会 2016 年度弘前大会 第Ⅲ分科会 北日本

における近世城郭研究報告資料集』pp,321-344 日本考古学協会 2016 年度弘前大会実行委員会 
 



 

 表１（山形県埋文 2002） 



 
第１図（山形県埋文 2002） 
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  第２図 明治４年鶴ヶ岡城絵図面 



 

第３図 調査区遺構配置図（近世）（山形県埋文 2002） 
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第４図 調査区遺構配置図（中世）（山形県埋文 2002） 




























